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令和４年度 第11回部長会議 会議記録（要旨）  
開催日時：令和５年１月４日（水）  11時00分から12時00分まで 

開催場所：Ａ３０１－３０２会議室 

出席者 ：佐藤市長、髙田副市長、熊谷教育長、原田総務部長、塚平企画部長、細田リニア推進部長、髙山健康

福祉部長、串原産業経済部長、米山建設部長、毛利建設部参事、田中危機管理部長、土屋上下水道局

長、齊藤市立病院事務局長、北原会計管理者、和泉議会事務局長、松下教育委員会参与、有賀消防長、

佐々木財政課長、小室秘書課長、小椋南信州広域連合事務局次長、林企画課長  
会議内容 

１ 理事者あいさつ 

  ＜市長＞ 
・昨年はコロナ禍であっても、課題へ着手することができ、方向性を示すことができた年になった。今年はそ

れらのことを確かなものとしていく年とし、兎のように跳び跳ねて行くことはなかなか難しいが、「兎と亀」

の亀のように一歩一歩であってもしっかりと進んでいく年にしたい。 

・コロナ禍になって３年が経つ。昨年は新型コロナウイルス感染症との戦いの年であったが、今年は新型コロ

ナウイルス感染症と共生していく年にしていかなければいけない。昨年の末には、警戒レベルに関わらず、

地域行事を含めて実施していく雰囲気になってきたと感じている。今年は、新型コロナウイルス感染症を理

由に、行事を見送ることがないようにしていきたい。 

・一方で、病院、介護職場等、新型コロナウイルス感染症と共生することが難しい職場もある。心にとめつつ、

感染対策をしっかりとしながら社会を回していく年にしたい。 

・職員の皆さんには、コロナ禍で人員が少ない状況、欠員が補充できていない状況等のなか、業務にあたって

いただいている。全庁で助け合いながら、チーム市役所としていい仕事をしていくという考え方を継続し、

今年も頑張ってもらいたい。 

  ＜副市長＞ 

・いろいろな課題があるなかで、なんとか具体的な解決策を見つけられるよう協議をして、１つ１つの課題を

解決していく年にしたい。 

・第１回定例会においては、「遠山郷の道の駅」、「天竜舟下りの後継」などが議題となる。予算編成方針を踏ま

えての新年度予算が、これらのことを軌道に乗せる良い予算編成にしていきたい。 

・部長会議のメンバーが、来年度には大きく変わることになる。新しい体制をどのように作っていくかしっか

りと検討し、新しく動き出せる体制を作っていきたい。 

＜教育長＞ 
・教育行政のなかでも課題は山積しているが、りんご並木70周年の年であり、教育行政の節目の年でもある。

様々な課題をやりがいに変えて、１つ１つが良い方向に進んでいけるよう、子どもたちのため、市民のため

に頑張っていきたい。 
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